














であることである。選択科目から必修科目への発展、1単   
実  
考えられる。   
涙管科目の時間数  
科目の検討を行う過程で、養成過程の実情を把握するた  
めに、演習科目の実際の時間数を調査・分析した。その結   
果、釣6割の大学で、l単位当たり半期15回30時間で、   
約4割の大学で、2単位当たり半期15回30時間で行わ  
れていることがわかった。この1単位当たりの時間数が大   












科目内容については、大学での教育にふさわしい理論的   
体  
担  














ように、職員と利用者のコミュニケーションがうまくいっ   
ていない例が見られるところから、「接遇、コミュニケー   






施する予定である。以下では、2008年12月13 日の時点  
で、今回の検討の背景となる考え方と検討の経過について  
述べたい。なお、このうちの考え方は個人的な見解である。   
1．基棚奪え方   












































る意見もあった。   






















数を検討して示して行きたい。   
説検討欄と舎後の展望   







瑠職者の学習汚法   
今回は、最初に設置可能な科目数、単位数を検討すると  
いう方放ではなく、まず必要な学習内容を追求し、それに  
ション」を設けたい。   
図書館資料論では、図書館職員の資料に関する知識の不  
足が指摘されるところから、「図書館職員と資料に関する  
知識」等を設けて、資料に関する知識の充実を図りたい。   
図書輪は選択科目とし、できるだけ多様な科目を開  
講できるように展開するとともに、選択科目に図書・図書  






と、サービス論と資料給はほぼ均衡することになる。   
乱科目数・単位勤肛耶甘苛意見   















































る。現職常に役立つ科目が充実することが期待される。   
司書捌   
司書課程は「地域における図書館関係学識経験者の人的  
・組織的劫軌 ととらえることができる。司書課程の大学  
教員は、図番館に関する地域の学識経験者である。その県  
に司書課程が一つしかなければ、その教員は県内の唯一の  









響を与えることが考えられる。   
鋤こ   
との間、さまざまな形でご意見を頂きました各関係団体  
・関係者の皆様に心からお礼申し上げます1  
（みない ひでき）   
